
 



ＩＣＴの活用場面を含んだ板書型指導案（ 理科 ）科                令和 ６年１１月２０日（水） ５校時  指導者： 林 拓磨 

単元『光による現象』 本時（４／７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
習
活
動 

導入 

①前時までの復習をした後、題

材となる現象を見て、本時の

課題をつかむ。 

 

展開 

①本時の現象を説明するための実験方法を個

人で考える。 

②班で話し合い、考えた実験方法を実践し、結

果をメタモジにまとめる。 

まとめ 

①班で考えた意見を発表す

る。 

 

留
意
点 

①本時の現象は既習の知識をも

とにして説明できることを伝

える。 

①考える視点を与える。 

 ①光が進む道筋に着目しよう 

 ②光はどの点からどの方向に向かって進むの

だろうか？ 

 ③これまでに習ったことを活用しよう（光の

反射・屈折・全反射など） 

 ④水槽・チョーク・目の位置関係に着目しよう 

  （図も添付する） 

①発表の方法は指定せず、各班

に考えさせる。 

【予想される発表方法】 

・現象を写真に撮って、スライ

ドをつくる 

・実物をみせながら 

・文章を書いて  など 

 

〈Google Classroom〉【A1】 

〈MetaMoji ClassRoom〉 

〈Google Classroom〉【B２・B３・C２･C3】 

〈MetaMoji ClassRoom〉 

〈MetaMoji ClassRoom〉 

【C1・C2】 

主眼（単元の目標） 

 光の反射や屈折の実験を行い、光が

水やガラスなどの物質の境界面で反

射・屈折するときの規則性を見いださ

せる。 

主発問（本時のめあて） 

 水が入った水そうの奥に置いた物体

を斜め上から見ると、物体が見えなく

なる現象について既習の知識をもとに

実験方法を考えて実践し、その結果か

らこの現象が起こる理由について説明

することができる。 

 

【板書・ＩＣＴ画面 等】                            

      

Google Classroom             MetaMoji ClassRoom 

 

【主体的・対話的で深い学びを 

実現するＩＣＴ活用のポイント】 

●光による現象を写真や動画で撮影

し、説明する際に活用できるよう

にする。 

●Google Classroomに学習の流れを

提示することにより、主体的に課

題に取り組めるようにする。 

●メタモジを使って自分の意見をわ

かりやすくまとめる活動を通し

て、豊かな表現力を養う。 

●他の班のワークシートを見られる

ようにすることで、考えを深めら

れるようにする。 
ICT 


